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small cell lung cancer, NSCLC）と小細胞肺癌（small 























Fluorodeoxyglucose positron emission tomo graphy 
（FDG-PET）などの画像診断によって把握された病
巣を gross tumor volume （GTV）とし，扁平上皮
癌の場合は GTV から 3 次元的に 5 mmの margin
















より，通常の照射方法 （60 ～ 70 Gy/30 ～ 35 回） で
は困難な大線量を数回で局所に照射する方法で，現
在 国 内 で は Japanese Clinical Oncology Group 
（JCOG） で臨床試験が行われ，48 Gy/4 回照射とい


















でに世界で 4施設 214 症例の原発性肺癌に対する治
療が報告されており，そのうち早期肺癌は 181 例
で，局所制御率は 2年間で 86 ～ 95％と良好であっ
た4-8）．陽子線が施行された症例の治療前後におけ
る FDG-PET/CT と線量分布図を図 1 ～ 3 に示す．
CTや FDG-PET で確認される病巣に線量を集中さ
せ，隣接する肺や心臓，食道などの臓器への線量を
抑えることができ，66 GyE を 10 回の分割で照射す
ることにより局所制御された症例である．
　炭素イオン線に関しては優れた線量分布の他に高




報告者（年） 症例数 線量 /回 局所制御率 生存率
Uematsu （2001）1） T1  24 50 ～ 60 Gy/5 ～ 10 回 94％ 3 年 66％
T2  26
Onishi （2004）2） T1 155 18 ～ 75 Gy/1 ～ 22 回 BED≧100 Gy 91.9％ BED≧ 100 Gy
T2  90 BED＜100 Gy 73.6％ 3 年 88.4％
BED＜ 100 Gy
3 年 69.4％
Nagata （2005）3） T1  32 48 Gy/4 回 98％ 3 年 83％ （ⅠA）





66 GyE/10 回 （BED10 ＝ 109.5 Gy），GTV ＝ CT 上の
腫 瘍，CTV ＝ GTV ＋ 5 mm，PTV ＝ CTV ＋ 5 ～








早期 NSCLC に対する炭素イオン線 52.8 GyE/4 回
照射 25 症例（T1 が 18 例，T2 が 7 例，全例 N0）
























52.8 GyE/4 回（BED10 ＝ 102 Gy），GTV ＝ CT 上の腫瘍，CTV ＝ GTV ＋

































NSCLC の 2 年生存率は一般的に放射線治療単独で















































は限局型 （limited disease, LD） と進展型（exten sive 
disease, ED）とに分類される．LDの標準治療は全
身化学療法と胸部への放射線治療の併用である．総
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